
土地改良・切り語り
の
水
・
土
地
資
源
に
つ
い
て
、
農
業
側
と
後
発
利
用
者

で
あ
る
企
業
や
地
方
自
治
体
と
の
調
整
で
あ
る
し
、
負

の
外
部
性
に
し
て
も
公
害
に
見
る
よ
う
に
原
因
者
（
地

域
の
工
場
な
ど
）
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

地
球
温
暖
化
や
生
態
系
保
全
対
策
と
な
る
と
、
調
整
対

象
は
地
域
資
源
で
は
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
球
環
境
で

あ
る
。
関
係
者
は
A
の
裏
側
に
住
む
人
企
業
も
含
む
不

特
定
多
数
で
、
農
業
者
に
限
ら
ず
一
人
一
人
が
被
害
者

で
あ
り
加
害
者
で
も
あ
る
。
し
か
も
、
被
害
者
は
未
来

の
人
々
（
子
孫
）
と
の
異
時
点
間
の
利
害
調
整
で
も
あ

る
。
表
に
示
す
通
り
、
第
三
ス
テ
ー
ジ
の
利
害
調
整
で

あ
る
。

具
体
的
な
利
害
調
整
で
は
、
土
地
改
良
関
係
者
の
調

整
相
手
は
地
球
温
暖
化
対
策
や
生
態
系
保
全
に
関
連
し

た
N
P
O
法
人
の
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
基

本
的
に
は
国
際
的
協
定
の
下
で
行
動
し
農
業
助
成
も
行

う
政
府
で
あ
る
。
こ
の
利
害
調
整
は
主
に
農
業
・
土
地

改
良
が
有
し
て
い
る
負
の
外
部
性
の
問
題
で
あ
り（
注
2
）、

外
部
性
の
内
部
化
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
交

渉
に
よ
る
是
正
策
は
農
業
者
・
農
業
団
体
と
未
来
の

人
々
も
代
表
す
る
中
央
政
府
と
の
交
渉
に
な
る
。

農
業
の
「
負
の
外
部
性
」
の
内
部
化
に
つ
い
て
は
、

規
制
手
段
を
通
じ
て
対
策
費
用
を
農
業
者
・
農
業
団
体

だ
け
に
負
担
さ
せ
れ
ば
、
農
業
生
産
費
が
上
昇
し
農
業

生
産
は
縮
小
す
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
生
産
縮
小
に

よ
っ
て
「
負
の
外
部
性
」
は
縮
小
す
る
が
、
国
民
食
料

の
安
定
的
確
保
が
で
き
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
農
業
に

お
け
る
地
球
温
暖
化
や
生
態
系
保
全
対
策
と
国
民
食
料

の
安
定
的
確
保
は
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
の
関
係
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
れ
を
打
破
す
る
の
は
、
水
田
の
中
干

し
期
間
の
延
長
な
ど
に
見
ら
れ
る
農
法
変
更
と
そ
れ
を

支
え
る
土
地
改
良
の
役
割
が
大
き
い
。

4
農
地
利
用
集
積
と
R
．C
．の
農
業

島
で
は
、
経
済
発
展
と
と
も
に
、
兼
業
化
し
た
移
住

農
業
者
の
多
く
は
離
農
す
る
。
市
長
で
あ
り
土
地
改
良

区
理
事
長
で
も
あ
る
R
．C
．は
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を

恐
れ
、
土
地
改
良
区
が
離
農
者
の
農
地
を
借
り
入
れ
、

担
い
手
農
業
者
に
貸
し
出
す
サ
ブ
リ
ー
ス
型
の
賃
貸
借

を
始
め
、地
代
か
ら
土
地
改
良
経
費
（
積
立
金
も
含
む
）

を
差
し
引
い
た
金
額
を
毎
年
離
農
者
に
支
払
う
こ
と
に

な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
も
農
業
者
は
減
り
続
け
最

終
的
に
島
の
農
業
経
営
者
は
R
．C
．一
人
と
な
っ
た
。

島
内
の
全
農
地
の
土
地
改
良
は
1
人
施
行（
注
3
）で
行
な

う
こ
と
と
な
っ
た
（
本
コ
ラ
ム
第
6
回
「
究
極
の
土
地

改
良
区
」
参
照
）。
同
時
に
土
地
改
良
区
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
、
離
農
者
を
含
む
地
域
の
遊

休
人
材
を
集
め
て
草
刈
り
や
収
穫
後
作
業
な
ど
を
実
施

し
た
。
こ
う
し
て
島
の
土
地
利
用
秩
序
は
守
ら
れ
た
。

農
業
生
産
性
の
維
持
・
向
上
の
阻
害
要
件
で
あ
っ
た

農
業
者
間
や
都
市
化
と
の
利
害
調
整
を
乗
越
え
て
、
土

地
改
良
は
自
然
条
件
と
だ
け
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
自
然
条
件
そ
の
も
の
に
関
連
し
た
地
球
温
暖

化
や
生
態
系
保
全
対
策
な
ど
が
利
害
調
整
の
対
象
に
な

り
、
R
．C
．は
そ
の
対
策
に
も
果
敢
に
取
り
組
ん
だ
。

し
か
も
、
国
際
情
勢
の
悪
化
か
ら
、
食
料
安
全
保
障
と

農
業
の
生
産
性
向
上
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

地
形
条
件
の
悪
い
地
域
で
の
作
物
選
定
な
ど
の
工
夫
と

と
も
に
、
品
種
改
良
の
成
果
や
情
報
通
信
技
術

（
I
C
T
）
を
駆
使
し
つ
つ
、
革
新
的
な
ス
マ
ー
ト
農

業
を
実
現
す
る
土
地
改
良
を
推
進
し
て
、
飛
躍
的
な
生

産
性
向
上
を
実
現
し
た
。
R
．C
．の
農
業
経
営
は
法
人

化
さ
れ
、
労
働
者
を
雇
用
し
、
専
門
技
術
を
有
す
る
多

く
の
若
者
が
働
く
。
先
端
技
術
産
業
と
し
て
の
農
業
経

営
モ
デ
ル
と
し
て
全
国
の
注
目
を
集
め
、
R
．C
．は
期

待
を
受
け
て
国
会
議
員
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
農
業
担

当
の
大
臣
と
し
て
、
利
害
調
整
工
学
と
し
て
の
土
地
改

良
技
術
を
武
器
に
、
全
国
の
高
生
産
性
農
業
を
実
現
す

べ
く
励
ん
で
い
る
。

【
注
1
】
都
市
化
の
農
業
へ
の
好
影
響
と
し
て
、
古
く
は
都
市
近
郊
の
農

家
が
野
菜
な
ど
を
都
市
に
運
び
売
却
す
る
と
と
も
に
、
肥
料
用
に
人
糞

と
入
手
し
て
持
ち
帰
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。

【
注
2
】
地
球
温
暖
化
や
生
態
系
保
全
対
し
て
農
業
・
土
地
改
良
が
有
し

て
い
る
正
の
外
部
性
も
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
イ
オ
炭
な
ど
土
壌
改
良
剤

と
し
て
圃
場
に
施
用
す
れ
ば
土
壌
に
炭
素
貯
留
で
き
脱
炭
素
化
へ
の
貢

献
は
大
き
い
。

【
注
3
】
土
地
改
良
法
の
事
業
参
加
資
格
者
（
三
条
資
格
者
）
は
通
常
の

耕
作
者
と
す
れ
ば
R
．C
．一
人
と
な
る
。
数
人
共
同
施
行
の
事
業
が
一

人
と
な
る
場
合
で
あ
る
。
た
だ
規
模
の
大
き
な
国
営
事
業
や
都
道
府
県

営
（
多
大
な
多
面
的
機
能
も
有
す
る
）
の
対
応
に
は
地
主
を
事
業
参
加

資
格
者
と
す
る
な
ど
何
ら
か
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
土
地
の

所
有
・
貸
借
の
大
幅
な
変
更
は
、
換
地
を
伴
う
区
画
整
理
で
一
気
に
進

む
が
、
法
制
度
や
助
成
の
あ
り
方
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

表　土地改良を取り巻く利害調整の段階

利害対立の段階
典型的な利害調整

利害対立例 主な関係者 対象資源 行動目的

第1ステージ
農業者同士の
対立

農業者同士の水争い 同種
（農業者）

同種
（土地・水資源）

同種
（農業生産）

第2ステージ
農業と都市・
工業化との対立

① 農業利用されている土地・
水資源の都市・工業的利用
（転用）
② 都市・工業化の「負の外部
性」（農業被害）
③ 農業による「負の外部性」
（地域環境への影響）

異種
（農業者と
都市住民
・商工業者）

同種・異種
（土地・水資源
と地域環境）

異種
（農業生産と
都市生活保全
・商工業振興）

第3ステージ
農業と地球環境
との対立　

農業による「負の外部性」
（農業による気候変動や生態
系などの地球環境への影響）

異種
（農業者と現在・
将来の全人類）

異種
（土地・水資源
と地球環境）

異種
（農業生産と
地球環境保全）

（注）孤島にだだ一人で住み土地改良をして農業を営む状態は人為的な利害調整のない前段階の状態である。
第3ステージは島民は多数いるものの農業者が前段階同様にただ一人であるが、地球環境といった島外・全世
界の環境との利害調整が生まれているのである。

土地改良・切り語り

1  

都
市
化
に
よ
る
農
業
資
源
の
転
用

若
く
し
て
孤
島
住
ま
い
を
始
め
た
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク

ル
ー
ソ
ー
（
R
．C
．）
も
今
や
初
老
の
域
に
達
し
た
。

国
全
体
の
経
済
成
長
に
伴
い
、
農
業
の
生
産
要
素
で
あ

る
労
働
力
や
土
地
・
水
な
ど
の
天
然
資
源
が
商
工
業
や

都
市
生
活
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る（
注
1
）。
農
業
機

械
の
導
入
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
に
よ
り
生
ま
れ

る
余
剰
労
働
力
は
商
工
業
に
、
都
市
近
郊
を
中
心
と
し

た
農
地
は
宅
地
や
商
工
業
用
地
に
、
農
業
用
水
は
都
市

用
水
へ
、
移
動
や
転
用
が
進
ん
だ
。

兼
業
や
離
農
す
る
農
業
移
住
者
の
農
地
は
、
移
住
の

度
に
無
計
画
に
農
用
地
開
発
が
行
わ
れ
た
の
で
零
細
分

散
錯
圃
が
進
ん
で
い
た
。
農
業
用
水
も
個
人
的
な
渓
流

取
水
や
浅
層
地
下
水
利
用
も
多
く
、
農
業
者
間
の
水
争

い
も
あ
っ
て
非
効
率
で
あ
る
。
政
府
も
こ
う
し
た
状
況

を
見
過
ご
せ
な
く
な
り
、
国
民
食
料
の
供
給
と
農
産
物

輸
出
に
よ
り
国
の
財
政
に
も
貢
献
し
て
き
た
農
業
に
は
、

様
々
な
助
成
が
行
わ
れ
る
段
階
へ
移
行
す
る
。
土
地
改

良
に
は
需
要
の
変
化
に
対
応
し
多
収
穫
で
安
定
し
た
農

業
の
実
現
と
と
も
に
労
働
生
産
性
向
上
が
強
く
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
用
排
水
施
設
の
整
備
や
区
画
整

理
な
ど
の
土
地
改
良
が
高
率
の
助
成
に
よ
り
推
進
さ
れ

る
。
農
業
政
策
の
第
二
段
階
に
入
る
と
と
も
に
、
土
地

改
良
も
利
害
調
整
の
第
二
ス
テ
ー
ジ
に
入
る
。

我
が
国
で
は
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
都
市
化
と
の
調

整
に
係
る
土
地
改
良
事
業
が
注
目
さ
れ
、
高
速
国
道
や

新
幹
線
用
地
に
関
連
し
た
事
業
も
実
施
さ
れ
た
。
非
農

用
地
生
み
出
し
の
た
め
の
換
地
制
度
が
一
九
七
二
年
の

土
地
改
良
法
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
。
都
市
用
水
の

需
要
増
に
は
、
多
目
的
ダ
ム
建
設
の
他
、
七
二
年
に
農

業
用
水
合
理
化
対
策
事
業
を
創
設
し
、
都
市
側
の
応
分

の
費
用
負
担
に
よ
り
農
業
用
水
施
設
の
新
設
・
改
良
を

し
て
農
地
壊
廃
に
伴
う
潜
在
的
な
農
業
用
水
の
余
剰
水

を
顕
在
化
さ
せ
上
水
道
等
に
転
用
さ
せ
た
。
水
利
権
の

市
場
取
引
を
代
替
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。

2
都
市
化
に
伴
う
外
部
性
の
調
整

都
市
化
の
影
響
は
農
地
や
農
業
用
水
な
ど
の
転
用
に

見
ら
れ
る
農
業
者
と
都
市
住
民
と
い
っ
た
当
事
者
間
の

直
接
的
利
害
調
整
で
な
く
、
外
部
性
の
問
題
と
し
て
現

れ
る
。
農
業
・
土
地
改
良
の
都
市
生
活
に
対
す
る
影
響

は
農
業
水
路
へ
の
転
落
事
故
な
ど
も
あ
る
が
、
農
業
用

排
水
路
や
た
め
池
な
ど
が
防
災
や
親
水
施
設
と
し
て
利

用
さ
れ
る
正
の
外
部
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
都
市
汚
水

の
農
業
用
排
水
路
へ
の
直
接
流
入
、
取
水
先
の
河
川
な

ど
の
汚
濁
、
圃
場
内
の
農
道
へ
の
一
般
車
両
の
過
度
な

流
入
な
ど
の
負
の
外
部
性
が
問
題
と
し
て
大
き
い
。

我
が
国
で
は
、
都
市
化
に
伴
う
負
の
外
部
性
を
内
部

化
（
前
回
の
5
節
参
照
）
す
る
に
は
、
規
制
手
段
と
し

て
、
水
質
汚
濁
防
止
法
な
ど
に
よ
る
排
出
規
制
が
あ
る
。

経
済
的
手
段
と
し
て
は
主
と
し
て
水
質
障
害
対
策
事
業

の
よ
う
に
、
水
源
転
換
、
希
釈
水
導
入
、
水
質
浄
化
、

汚
水
分
離
、
取
水
施
設
の
水
質
浄
化
施
設
設
置
な
ど
を

行
い
、
国
庫
補
助
率
の
引
上
げ
と
地
方
自
治
体
の
費
用

負
担
を
求
め
た
。
交
渉
に
よ
る
是
正
策
と
し
て
は
、

七
二
年
の
土
地
改
良
法
改
正
で
市
町
村
等
協
議
制
度
が

創
設
さ
れ
た
。

R
．C
．の
島
で
も
、
港
湾
・
道
路
・
上
下
水
道
・
公

園
な
ど
の
生
活
・
産
業
施
設
も
整
備
さ
れ
、
工
場
、
商

店
街
、
リ
ゾ
ー
ト
施
設
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
非
農
業
者

が
急
増
し
都
市
化
問
題
も
顕
著
に
な
っ
た
。
島
全
体
に

市
政
が
敷
か
れ
、
土
地
利
用
計
画
も
立
て
ら
れ
た
。

R
．C
．は
推
さ
れ
て
市
長
に
な
り
、
島
の
経
済
発
展
を

推
進
し
つ
つ
、
都
市
化
と
農
業
・
土
地
改
良
と
の
調
整

に
尽
力
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

3  

地
球
環
境
保
全
対
策
と
の
調
整

R
．C
．も
古
老
の
域
に
達
し
た
頃
、
地
球
温
暖
化
や

生
態
系
保
全
対
策
な
ど
が
営
農
や
土
地
改
良
に
影
響
を

及
ぼ
す
よ
う
に
な
る
。
都
市
化
に
伴
う
調
整
は
、
地
域
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土地改良・切り語り
の
水
・
土
地
資
源
に
つ
い
て
、
農
業
側
と
後
発
利
用
者

で
あ
る
企
業
や
地
方
自
治
体
と
の
調
整
で
あ
る
し
、
負

の
外
部
性
に
し
て
も
公
害
に
見
る
よ
う
に
原
因
者
（
地

域
の
工
場
な
ど
）
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

地
球
温
暖
化
や
生
態
系
保
全
対
策
と
な
る
と
、
調
整
対

象
は
地
域
資
源
で
は
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
球
環
境
で

あ
る
。
関
係
者
は
A
の
裏
側
に
住
む
人
企
業
も
含
む
不

特
定
多
数
で
、
農
業
者
に
限
ら
ず
一
人
一
人
が
被
害
者

で
あ
り
加
害
者
で
も
あ
る
。
し
か
も
、
被
害
者
は
未
来

の
人
々
（
子
孫
）
と
の
異
時
点
間
の
利
害
調
整
で
も
あ

る
。
表
に
示
す
通
り
、
第
三
ス
テ
ー
ジ
の
利
害
調
整
で

あ
る
。

具
体
的
な
利
害
調
整
で
は
、
土
地
改
良
関
係
者
の
調

整
相
手
は
地
球
温
暖
化
対
策
や
生
態
系
保
全
に
関
連
し

た
N
P
O
法
人
の
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
基

本
的
に
は
国
際
的
協
定
の
下
で
行
動
し
農
業
助
成
も
行

う
政
府
で
あ
る
。
こ
の
利
害
調
整
は
主
に
農
業
・
土
地

改
良
が
有
し
て
い
る
負
の
外
部
性
の
問
題
で
あ
り（
注
2
）、

外
部
性
の
内
部
化
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
交

渉
に
よ
る
是
正
策
は
農
業
者
・
農
業
団
体
と
未
来
の

人
々
も
代
表
す
る
中
央
政
府
と
の
交
渉
に
な
る
。

農
業
の
「
負
の
外
部
性
」
の
内
部
化
に
つ
い
て
は
、

規
制
手
段
を
通
じ
て
対
策
費
用
を
農
業
者
・
農
業
団
体

だ
け
に
負
担
さ
せ
れ
ば
、
農
業
生
産
費
が
上
昇
し
農
業

生
産
は
縮
小
す
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
生
産
縮
小
に

よ
っ
て
「
負
の
外
部
性
」
は
縮
小
す
る
が
、
国
民
食
料

の
安
定
的
確
保
が
で
き
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
農
業
に

お
け
る
地
球
温
暖
化
や
生
態
系
保
全
対
策
と
国
民
食
料

の
安
定
的
確
保
は
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
の
関
係
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
れ
を
打
破
す
る
の
は
、
水
田
の
中
干

し
期
間
の
延
長
な
ど
に
見
ら
れ
る
農
法
変
更
と
そ
れ
を

支
え
る
土
地
改
良
の
役
割
が
大
き
い
。

4
農
地
利
用
集
積
と
R
．C
．の
農
業

島
で
は
、
経
済
発
展
と
と
も
に
、
兼
業
化
し
た
移
住

農
業
者
の
多
く
は
離
農
す
る
。
市
長
で
あ
り
土
地
改
良

区
理
事
長
で
も
あ
る
R
．C
．は
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を

恐
れ
、
土
地
改
良
区
が
離
農
者
の
農
地
を
借
り
入
れ
、

担
い
手
農
業
者
に
貸
し
出
す
サ
ブ
リ
ー
ス
型
の
賃
貸
借

を
始
め
、地
代
か
ら
土
地
改
良
経
費
（
積
立
金
も
含
む
）

を
差
し
引
い
た
金
額
を
毎
年
離
農
者
に
支
払
う
こ
と
に

な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
も
農
業
者
は
減
り
続
け
最

終
的
に
島
の
農
業
経
営
者
は
R
．C
．一
人
と
な
っ
た
。

島
内
の
全
農
地
の
土
地
改
良
は
1
人
施
行（
注
3
）で
行
な

う
こ
と
と
な
っ
た
（
本
コ
ラ
ム
第
6
回
「
究
極
の
土
地

改
良
区
」
参
照
）。
同
時
に
土
地
改
良
区
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
、
離
農
者
を
含
む
地
域
の
遊

休
人
材
を
集
め
て
草
刈
り
や
収
穫
後
作
業
な
ど
を
実
施

し
た
。
こ
う
し
て
島
の
土
地
利
用
秩
序
は
守
ら
れ
た
。

農
業
生
産
性
の
維
持
・
向
上
の
阻
害
要
件
で
あ
っ
た

農
業
者
間
や
都
市
化
と
の
利
害
調
整
を
乗
越
え
て
、
土

地
改
良
は
自
然
条
件
と
だ
け
向
き
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
自
然
条
件
そ
の
も
の
に
関
連
し
た
地
球
温
暖

化
や
生
態
系
保
全
対
策
な
ど
が
利
害
調
整
の
対
象
に
な

り
、
R
．C
．は
そ
の
対
策
に
も
果
敢
に
取
り
組
ん
だ
。

し
か
も
、
国
際
情
勢
の
悪
化
か
ら
、
食
料
安
全
保
障
と

農
業
の
生
産
性
向
上
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

地
形
条
件
の
悪
い
地
域
で
の
作
物
選
定
な
ど
の
工
夫
と

と
も
に
、
品
種
改
良
の
成
果
や
情
報
通
信
技
術

（
I
C
T
）
を
駆
使
し
つ
つ
、
革
新
的
な
ス
マ
ー
ト
農

業
を
実
現
す
る
土
地
改
良
を
推
進
し
て
、
飛
躍
的
な
生

産
性
向
上
を
実
現
し
た
。
R
．C
．の
農
業
経
営
は
法
人

化
さ
れ
、
労
働
者
を
雇
用
し
、
専
門
技
術
を
有
す
る
多

く
の
若
者
が
働
く
。
先
端
技
術
産
業
と
し
て
の
農
業
経

営
モ
デ
ル
と
し
て
全
国
の
注
目
を
集
め
、
R
．C
．は
期

待
を
受
け
て
国
会
議
員
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
農
業
担

当
の
大
臣
と
し
て
、
利
害
調
整
工
学
と
し
て
の
土
地
改

良
技
術
を
武
器
に
、
全
国
の
高
生
産
性
農
業
を
実
現
す

べ
く
励
ん
で
い
る
。

【
注
1
】
都
市
化
の
農
業
へ
の
好
影
響
と
し
て
、
古
く
は
都
市
近
郊
の
農

家
が
野
菜
な
ど
を
都
市
に
運
び
売
却
す
る
と
と
も
に
、
肥
料
用
に
人
糞

と
入
手
し
て
持
ち
帰
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
。

【
注
2
】
地
球
温
暖
化
や
生
態
系
保
全
対
し
て
農
業
・
土
地
改
良
が
有
し

て
い
る
正
の
外
部
性
も
あ
る
。
例
え
ば
、
バ
イ
オ
炭
な
ど
土
壌
改
良
剤

と
し
て
圃
場
に
施
用
す
れ
ば
土
壌
に
炭
素
貯
留
で
き
脱
炭
素
化
へ
の
貢

献
は
大
き
い
。

【
注
3
】
土
地
改
良
法
の
事
業
参
加
資
格
者
（
三
条
資
格
者
）
は
通
常
の

耕
作
者
と
す
れ
ば
R
．C
．一
人
と
な
る
。
数
人
共
同
施
行
の
事
業
が
一

人
と
な
る
場
合
で
あ
る
。
た
だ
規
模
の
大
き
な
国
営
事
業
や
都
道
府
県

営
（
多
大
な
多
面
的
機
能
も
有
す
る
）
の
対
応
に
は
地
主
を
事
業
参
加

資
格
者
と
す
る
な
ど
何
ら
か
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
土
地
の

所
有
・
貸
借
の
大
幅
な
変
更
は
、
換
地
を
伴
う
区
画
整
理
で
一
気
に
進

む
が
、
法
制
度
や
助
成
の
あ
り
方
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

表　土地改良を取り巻く利害調整の段階

利害対立の段階
典型的な利害調整

利害対立例 主な関係者 対象資源 行動目的

第1ステージ
農業者同士の
対立

農業者同士の水争い 同種
（農業者）

同種
（土地・水資源）

同種
（農業生産）

第2ステージ
農業と都市・
工業化との対立

① 農業利用されている土地・
水資源の都市・工業的利用
（転用）
② 都市・工業化の「負の外部
性」（農業被害）
③ 農業による「負の外部性」
（地域環境への影響）

異種
（農業者と
都市住民
・商工業者）

同種・異種
（土地・水資源
と地域環境）

異種
（農業生産と
都市生活保全
・商工業振興）

第3ステージ
農業と地球環境
との対立　

農業による「負の外部性」
（農業による気候変動や生態
系などの地球環境への影響）

異種
（農業者と現在・
将来の全人類）

異種
（土地・水資源
と地球環境）

異種
（農業生産と
地球環境保全）

（注）孤島にだだ一人で住み土地改良をして農業を営む状態は人為的な利害調整のない前段階の状態である。
第3ステージは島民は多数いるものの農業者が前段階同様にただ一人であるが、地球環境といった島外・全世
界の環境との利害調整が生まれているのである。

土地改良・切り語り

1  

都
市
化
に
よ
る
農
業
資
源
の
転
用

若
く
し
て
孤
島
住
ま
い
を
始
め
た
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク

ル
ー
ソ
ー
（
R
．C
．）
も
今
や
初
老
の
域
に
達
し
た
。

国
全
体
の
経
済
成
長
に
伴
い
、
農
業
の
生
産
要
素
で
あ

る
労
働
力
や
土
地
・
水
な
ど
の
天
然
資
源
が
商
工
業
や

都
市
生
活
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る（
注
1
）。
農
業
機

械
の
導
入
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
に
よ
り
生
ま
れ

る
余
剰
労
働
力
は
商
工
業
に
、
都
市
近
郊
を
中
心
と
し

た
農
地
は
宅
地
や
商
工
業
用
地
に
、
農
業
用
水
は
都
市

用
水
へ
、
移
動
や
転
用
が
進
ん
だ
。

兼
業
や
離
農
す
る
農
業
移
住
者
の
農
地
は
、
移
住
の

度
に
無
計
画
に
農
用
地
開
発
が
行
わ
れ
た
の
で
零
細
分

散
錯
圃
が
進
ん
で
い
た
。
農
業
用
水
も
個
人
的
な
渓
流

取
水
や
浅
層
地
下
水
利
用
も
多
く
、
農
業
者
間
の
水
争

い
も
あ
っ
て
非
効
率
で
あ
る
。
政
府
も
こ
う
し
た
状
況

を
見
過
ご
せ
な
く
な
り
、
国
民
食
料
の
供
給
と
農
産
物

輸
出
に
よ
り
国
の
財
政
に
も
貢
献
し
て
き
た
農
業
に
は
、

様
々
な
助
成
が
行
わ
れ
る
段
階
へ
移
行
す
る
。
土
地
改

良
に
は
需
要
の
変
化
に
対
応
し
多
収
穫
で
安
定
し
た
農

業
の
実
現
と
と
も
に
労
働
生
産
性
向
上
が
強
く
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
用
排
水
施
設
の
整
備
や
区
画
整

理
な
ど
の
土
地
改
良
が
高
率
の
助
成
に
よ
り
推
進
さ
れ

る
。
農
業
政
策
の
第
二
段
階
に
入
る
と
と
も
に
、
土
地

改
良
も
利
害
調
整
の
第
二
ス
テ
ー
ジ
に
入
る
。

我
が
国
で
は
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
都
市
化
と
の
調

整
に
係
る
土
地
改
良
事
業
が
注
目
さ
れ
、
高
速
国
道
や

新
幹
線
用
地
に
関
連
し
た
事
業
も
実
施
さ
れ
た
。
非
農

用
地
生
み
出
し
の
た
め
の
換
地
制
度
が
一
九
七
二
年
の

土
地
改
良
法
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
。
都
市
用
水
の

需
要
増
に
は
、
多
目
的
ダ
ム
建
設
の
他
、
七
二
年
に
農

業
用
水
合
理
化
対
策
事
業
を
創
設
し
、
都
市
側
の
応
分

の
費
用
負
担
に
よ
り
農
業
用
水
施
設
の
新
設
・
改
良
を

し
て
農
地
壊
廃
に
伴
う
潜
在
的
な
農
業
用
水
の
余
剰
水

を
顕
在
化
さ
せ
上
水
道
等
に
転
用
さ
せ
た
。
水
利
権
の

市
場
取
引
を
代
替
す
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。

2
都
市
化
に
伴
う
外
部
性
の
調
整

都
市
化
の
影
響
は
農
地
や
農
業
用
水
な
ど
の
転
用
に

見
ら
れ
る
農
業
者
と
都
市
住
民
と
い
っ
た
当
事
者
間
の

直
接
的
利
害
調
整
で
な
く
、
外
部
性
の
問
題
と
し
て
現

れ
る
。
農
業
・
土
地
改
良
の
都
市
生
活
に
対
す
る
影
響

は
農
業
水
路
へ
の
転
落
事
故
な
ど
も
あ
る
が
、
農
業
用

排
水
路
や
た
め
池
な
ど
が
防
災
や
親
水
施
設
と
し
て
利

用
さ
れ
る
正
の
外
部
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
都
市
汚
水

の
農
業
用
排
水
路
へ
の
直
接
流
入
、
取
水
先
の
河
川
な

ど
の
汚
濁
、
圃
場
内
の
農
道
へ
の
一
般
車
両
の
過
度
な

流
入
な
ど
の
負
の
外
部
性
が
問
題
と
し
て
大
き
い
。

我
が
国
で
は
、
都
市
化
に
伴
う
負
の
外
部
性
を
内
部

化
（
前
回
の
5
節
参
照
）
す
る
に
は
、
規
制
手
段
と
し

て
、
水
質
汚
濁
防
止
法
な
ど
に
よ
る
排
出
規
制
が
あ
る
。

経
済
的
手
段
と
し
て
は
主
と
し
て
水
質
障
害
対
策
事
業

の
よ
う
に
、
水
源
転
換
、
希
釈
水
導
入
、
水
質
浄
化
、

汚
水
分
離
、
取
水
施
設
の
水
質
浄
化
施
設
設
置
な
ど
を

行
い
、
国
庫
補
助
率
の
引
上
げ
と
地
方
自
治
体
の
費
用

負
担
を
求
め
た
。
交
渉
に
よ
る
是
正
策
と
し
て
は
、

七
二
年
の
土
地
改
良
法
改
正
で
市
町
村
等
協
議
制
度
が

創
設
さ
れ
た
。

R
．C
．の
島
で
も
、
港
湾
・
道
路
・
上
下
水
道
・
公

園
な
ど
の
生
活
・
産
業
施
設
も
整
備
さ
れ
、
工
場
、
商

店
街
、
リ
ゾ
ー
ト
施
設
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
非
農
業
者

が
急
増
し
都
市
化
問
題
も
顕
著
に
な
っ
た
。
島
全
体
に

市
政
が
敷
か
れ
、
土
地
利
用
計
画
も
立
て
ら
れ
た
。

R
．C
．は
推
さ
れ
て
市
長
に
な
り
、
島
の
経
済
発
展
を

推
進
し
つ
つ
、
都
市
化
と
農
業
・
土
地
改
良
と
の
調
整

に
尽
力
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

3  

地
球
環
境
保
全
対
策
と
の
調
整

R
．C
．も
古
老
の
域
に
達
し
た
頃
、
地
球
温
暖
化
や

生
態
系
保
全
対
策
な
ど
が
営
農
や
土
地
改
良
に
影
響
を

及
ぼ
す
よ
う
に
な
る
。
都
市
化
に
伴
う
調
整
は
、
地
域
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